
真理・享楽・政治

――精神分析と政治

『ラカン 真理のパトス』/『不審者のデモクラシー』/『ラカニアン・レフト』

をめぐって

日 時：2017年9月23日（土）14:00-18:00

場 所：ソーシャルキッチン（京都市営地下鉄鞍馬口徒歩5分）

http://hanareproject.net/

参加費：1000円

定 員：25名程度（事前申込推奨）

申 込：trident.ppp.2017@gmail.com

主 催：人文書院、岩波書店、DG-Lab（外部連携部局）

タイムテーブル（適宜休憩を挟みます）

14:00-15:00『ラカン 真理のパトス』をめぐって

上尾真道 自著の紹介

小倉拓也 「構造・幻想・革命――「運命とのランデブー」とドゥルーズの精

神分析的革命論」

15:00-16:00 『不審者のデモクラシー』をめぐって

山本 圭 自著の紹介

藤高和輝 「残余へのまなざし――『不審者のデモクラシー：ラクラウの政治

思想』に通底するもの」

16:00-17:00 『ラカニアン・レフト』をめぐって

松本卓也 訳書の紹介

山森裕毅 「政治を精神分析するとき分析主体はどこにいるのか？（仮）」

17:00-18:00 全体討議



上尾真道（うえお まさみち）

1979年福岡県生まれ。京都大学大学院人
間・環境学研究科博士後期課程修了。博
士 (人間・環境学)。専門は精神医学史、
思想史。現在、滋賀県立大学非常勤講師。

著書に『ラカン 真理のパトス――一九
六〇年代フランス思想と精神分析』(人
文書院)、共編著に『発達障害の時代と
ラカン派精神分析――〈開かれ〉として
の自閉をめぐって』(晃洋書房)。

小倉拓也（おぐら たくや）

1985年大阪府生まれ。大阪大学人間科学
研究科博士後期課程修了。博士 (人間科
学)。専門は哲学、現代思想。現在、大
阪大学特任助教。

共著に『発達障害の時代とラカン派精神
分析――〈開かれ〉としての自閉をめ
ぐって』(晃洋書房)、論文に「老いにお
ける仮構――ドゥルーズと老いの哲学」
(『atプラス30』太田出版)など。

山本 圭（やまもと けい）

1981年京都府生まれ。名古屋大学大学院
国際言語文化研究科博士後期課程修了。
博士 (学術)。専門は現代政治理論、民主
主義論。現在、立命館大学准教授。

著書に『不審者のデモクラシー――ラク
ラウの政治思想』(岩波書店)、共訳書に
『ラカニアン・レフト――ラカン派精神
分析と政治思想』(岩波書店)。

藤高和輝（ふじたか かずき）

1986年大阪府生まれ。大阪大学大学院
人間科学研究科博士後期課程修了。博
士 (人間科学)。専門は哲学、ジェン
ダー論。現在、大阪大学非常勤講師。

論文に「排除・弁証法的反転・増殖
――バトラーにおける法の生産的メカ
ニズムと抵抗戦略」(『論叢クィア』)、
「実存とトラブル――サルトルの読者
としてのバトラー」(『社会思想史研
究』)など。

松本卓也（まつもと たくや）

1983年高知県生まれ。自治医科大学大学
院医学研究科修了。博士 (医学)。専門は
精神病理学。現在、京都大学准教授。

著書に『人はみな妄想する――ジャッ
ク・ラカンと鑑別診断の思想』(青土社)、
共訳書に『ラカニアン・レフト――ラカ
ン派精神分析と政治思想』(岩波書店)。

山森裕毅（やまもり ゆうき）

1980年兵庫県生まれ。大阪大学大学院人
間科学研究科修了。博士（人間科学）。
専門は哲学、記号論。現在、大阪大学特
任講師。

著書に『ジル・ドゥルーズの哲学――超
越論的経験論の生成と構造』（人文書
院）、論文に「〈自分の言葉をつかまえ
る〉とは？：制度分析から見た対話実
践」」(『現代思想』)など。
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